
石油化学工業協会 

 ２０１８年１２月実績概要（メモ）  

（２０１９．１．２４） 
 
エチレン製造装置の高稼働が継続する中、誘導品の生産は足並みが揃わず。 
 

１．生 産 動 向  

イ）エチレン ５６３，０００トン  
 前 月  比    ＋ ０．７％（＋ ３，９００トン） 
 前年同月比    ▲ ２．５％（▲１４，２００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月９７．９ ％→ 当月 ９７．４％ ← 前年同月９７．８％ 
定修プラント：前月 なし → 当月 なし ← 前年同月 なし 
２０１８暦年生産量 ６，１５５．９千トン、前年比▲５．７％ 

 
ロ）主な石油化学製品 

前月比では、日数増加と定修規模差等から PP、PS、塩ビ樹脂、塩ビモノマー、MMA モノマー、キ

シレンなどの１１品目がプラス。LD、HD、EO、EG、BR、ベンゼンなどの６品目は主に稼働率要

因からマイナスとなった。 
前年比では、主に稼働率要因から LD、HD、MMA モノマー、EO、EG、BR、ベンゼン、トルエン

などの１１品目がマイナス。PP、塩ビ樹脂、AN、キシレンなどの６品目はプラスとなった。 
 

２．樹脂の生産・出荷状況（LD、HD、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比では、PP は日数増と稼働率要因から、PS は日数増と定修系列数の減少からそれぞれでプラ

スとなった。LD、HD は日数増があるものの主に稼働率要因からマイナスとなった。 
前年比では、主に稼働率要因から LD、HD はマイナス、PP、PS はプラスとなった。 

ロ）国内出荷 
前月比では、年末休暇に伴うユーザー側の稼働日数の減少や昨今の原料情勢からみた先安気配から

４樹脂揃ってのマイナスとなった。 
前年比では、LD、HD では輸入品の増加に伴うフィルム分野での出荷減少が大きく、前月に続いて

のマイナス。PS は包装分野、FS 分野等の出荷が総じて減少しマイナスとなった。PP はフィルム分

野、繊維分野の出荷減があるが、射出成形分野の増加により微増となった。 
ハ）輸    出 

輸出は、前月比では LD が微減、HD、PP、PS はプラスとなった。 
前年比では、LD、HD は当該月の輸出量としては最低レベルの状況が続いており、引き続きマイナ

スとなった。PS は前年の輸出がやや低めであったこともありプラスとなった。 
ニ）在    庫 

在庫量は、LD、HD、PP、PS の４樹脂で増加した。在庫率(季節調整済）は前月に対して LD、HD
は横ばい、PP、PS はやや上昇した。在庫水準としては、LD、HD はやや高め、PP はタイト気味、

PS はほぼ適正レベルとなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減 ＋ ３．３ ％ －  
 定修要因等 ▲ ２．１ ％ ▲ ２．１ ％  
 能力増減 － －  
 稼働率変動 ▲  ０．５ ％ ▲  ０．４ ％  
 生産増減率 ＋ ０．７  ％ ▲ ２．５ ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 
１１月末 １２月末 

L D ＋１０，８００ ３．３ ３．３ 

H D ＋ １，２００ ３．４ ３．４ 

P P ＋３７，０００ ２．６ ２．８ 

P S  ＋ ６，７００ １．１ １．３ 


